
採水日　平成25年10月15日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合しており、飲料水として十

分な安全性を確保しています。 

●平成25年度水道水水質検査結果● 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種保育所 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22

一般細菌 

大腸菌 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

蒸発残留物 

有機物（ＴＯＣの量） 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.01以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.04以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.2以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

500以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

1 

陰性 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.004未満 

0.002 

0.001未満 

0.004 

0.02未満 

0.002 

0.001未満 

0.008未満 

5.5 

57 

0.3 

6.78 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.3

0 

陰性 

0.001未満 

0.07 

0.002未満 

0.009 

0.004未満 

0.002 

0.001未満 

0.016 

0.02未満 

0.005 

0.001未満 

0.008未満 

9.5 

61 

0.4 

7.13 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

1 

陰性 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.004未満 

0.002 

0.001未満 

0.003 

0.02未満 

0.001 

0.001未満 

0.008未満 

5.6 

65 

0.3 

6.89 

異常なし 

異常なし 

１未満 

0.5

問い合わせ先　上下水道課（内線３８１・３８２） 

　６月３日、サルビア会館で福崎町管工事業協同

組合主催の労働衛生講習会が開催されました。 

　講習会では、労働安全衛生と夏場の熱中症予防

対策の講義が行われ、組合員と上下水道課職員が

参加しました。 

　今夏も猛暑が予想され、熱中症で搬送された事

例も発生しています。各組合員とも現場の安全衛

生管理に対する意識を持ち、今後も工事中の無事

故を徹底していきます。 

水道週間（６月１日～７日）に 
あわせ技術講習会を実施 

兵庫県住宅再建共済制度 

住宅を 
お持ちの方の 

住宅再建共済制度 

年額５,０００円で 

最大６００万円 
給付！ 

一部損壊特約 

年額５００円で 

補修時等に２５万円 
給付！ 

住宅に 
お住まいの方の 

家財再建共済制度 

年額１,５００円で 

最大５０万円 
給付！ 

プラス 
上乗せ加入でさらに安心！！ 

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００ 

8月1日 
スタート！！ 
8月1日 
スタート！！ 
8月1日 
スタート！！ 

賃貸・借家の方も 
加入できます 

１５ 



　
兵
庫
県
神
東
郡
田
原
村
　
川 

（
現
神
崎
郡
福
崎
町
　
川
）
で
生

ま
れ
た
柳
田
國
男
は
、
１０
歳
の
と

き
に
一
家
で
北
条
（
現
加
西
市
）

に
移
住
。
そ
の
後
１
年
間
は
　
川

の
三
木
家
に
預
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
１３
歳
の
と
き
に
上
京
。
長

兄
の
松
岡
鼎
が
住
む
茨
城
県
北
相

馬
郡
の
布
川
町（
現
利
根
町
布
川
）

で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
國

男
の
享
年
は
８８
歳
で
す
か
ら
、
実

は
　
川
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
人

生
の
８
分
の
１
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い

の
で
す
。 

　
ま
た
、
一
家
が
そ
ろ
っ
て
関
東

に
移
住
し
た
た
め
に
、
帰
郷
し
て

も
家
は
な
く
、
代
わ
り
に
出
迎
え

て
く
れ
る
親
戚
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
川
に
帰
る

機
会
も
減
り
、
自
然
と
地
元
の
人

た
ち
と
も
疎
遠
に
な
り
、
大
学
時

代
に
２
度
目
の
帰
郷
を
果
た
し
た

と
き
に
は
「
す
っ
か
り
他
所
行
き

の
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

（
『
故
郷
七
十
年
』
）
と
い
い
ま
す
。 

　
　
川
に
は
竹
馬
の
友
で
あ
る
三

木
拙
二
が
お
り
、
帰
郷
の
お
り
に

は
三
木
家
の
世
話
に
な
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

も
他
の
人
に
比
べ
れ
ば
「
故
郷
」

は
遠
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
一
方
で
國
男
は
、
そ
の
距
離
感

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
よ
り
故
郷

を
懐
か
し
む
気
持
ち
が
強
い
の
か

も
し
れ
な
い
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
川
で
暮
ら
し
た
こ
ろ
の
思
い

出
の
多
く
が
、
晩
年
の
回
想
録 

『
故
郷
七
十
年
』
の
中
で
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
著
作
に

も
、
　
川
に
か
ん
す
る
記
述
が
い

く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
１
つ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。 

　
明
治
４０
年
代
、
農
商
務
省
の
役

人
で
あ
っ
た
國
男
は
、
北
陸
地
方

に
視
察
旅
行
に
赴
き
ま
す
。
旅
の

間
に
つ
け
て
い
た
日
記
は
、
後
に

『
北
国
紀
行
』
と
し
て
１
冊
に
ま

と
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
、
若

き
日
の
國
男
が
、
　
川
に
立
ち
寄

っ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
明
治
４２
年
（
１
９
０
９
）
。
当

時
３５
歳
の
柳
田
國
男
は
、
北
陸
視

察
旅
行
の
帰
路
、
出
石
・
生
野
を

経
由
し
て
、
福
崎
駅
に
降
り
立
ち

ま
し
た
。
わ
ず
か
１
日
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
間
　
川
を
散
策

し
、
駒
ケ
岩
を
見
、
三
木
家
や
井

上
家
（
兄
・
井
上
通
泰
の
養
家
）

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
國

男
は
、
　
川
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
一
文
を
残
し
て
い
ま
す
。 

　
　
川
は
全
国
中
に
も
珍
し
い

好
山
川
な
り
。
殊
に
岡
の
上
か

ら
の
眺
望
は
絵
に
も
写
し
難
き

感
じ
也
。
家
の
屋
根
と
勾
配
、

と
も
に
他
の
地
方
に
優
る
か
と

思
ふ
。 

　
ま
た
、
鈴
ノ
森
神
社
に
詣
で
て

幼
な
じ
み
と
再
会
し
、
い
っ
し
ょ

に
山
に
登
っ
て
四
方
を
見
渡
し
た

際
に
は
、
「
心
持
ち
が
妙
に
柔
か

に
な
る
」
と
も
記
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
生
家
の
す
ぐ
側
に
「
を

さ
な
名
を
人
に
よ
ば
る
ゝ
ふ
る
さ

と
は
昔
に
か
へ
る
こ
ゝ
ち
こ
そ
す

れ
」
と
い
う
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
時
の
帰
郷

の
際
に
詠
ん
だ
歌
で
す
。
あ
る
い

は
こ
の
と
き
再
会
し
た
幼
な
じ
み

に
「
ク
ニ
ョ
ハ
ン（
國
男
は
ん
）
」

と
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
冒
頭
に
も
書
い
た
と
お
り
、
國

男
が
　
川
で
過
ご
し
た
の
は
、
彼

の
生
涯
の
ほ
ん
の
一
時
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
実
家
も
親
戚
も
な

い
中
で
、
地
元
の
人
と
疎
遠
に
な

り
が
ち
だ
っ
た
の
も

確
か
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
三
木
拙
二
や

再
会
し
た
幼
な
じ
み

の
よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
を
覚
え

て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
昔
の

呼
び
名
で
自
分
を
呼
ん
で
く
れ
る

人
が
い
る
。
そ
う
い
う
人
々
が
い

た
か
ら
こ
そ
、
柳
田
國
男
は
　
川

を
大
切
な
故
郷
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
柳
田
國
男
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

５０
年
あ
ま
り
。
福
崎
の
町
並
み
は

か
つ
て
國
男
が
見
た
風
景
と
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
と

は
い
え
、
少
し
周
り
を
見
渡
せ
ば
、

大
庄
屋
三
木
家
住
宅
や
鈴
ノ
森
神

社
な
ど
、
國
男
が
見
た
風
景
の
面

影
を
残
す
場
所
は
、
ま
だ
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
も
う
す
ぐ
梅
雨
明
け
。
『
故
郷

七
十
年
』
を
片
手
に
、
柳
田
國
男

の
「
故
郷
」
　
川
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

柳田國男歌碑 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

柳
田
國
男
と
「
故
郷
」
①
〜
福
崎
町
・
　
川
〜 

　民族楽器が奏でる独特な音色に癒さ
れてみませんか。中国の伝統音楽のほか、
季節に合った日本の音楽など、子ども
から大人まで楽しめる演奏会です。 
　ぜひお越しください。 
 
出演　姫路中国音楽アンサンブル 
日時　７月１９日（土）　１３：３０～１４：３０ 
場所　歴史民俗資料館　２階 
申し込み先　歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

　川山演奏会 　川山演奏会 

か
な
え 

せ
つ
じ 

め
ず
ら 

こ
と 

な
り 

第５話 

１６ 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は 

　
所
得
の
減
少
や
失
業
等
の
経
済

的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ

れ
る「
申
請
免
除
制
度
」・
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
（
後
払
い
）
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。 
  

●
全
額
免
除 

保
険
料
額
の
全
額 

（
１
５
２
５
０
円
）
が
免
除 

●
３
／
４
免
除 

毎
月
の
納
付
額
３
８
１
０
円 

●
半
額
免
除 

毎
月
の
納
付
額
７
６
３
０
円 

●
１
／
４
免
除 

毎
月
の
納
付
額
１
１
４
４
０
円 

※
３
／
４
、
半
額
、
１
／
４
免
除

は
、
免
除
後
の
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い
と
な
り

ま
す
。 

 

〇
対
象
者 

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

方 ①
前
年
所
得
が
少
な
い
方 

②
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
の

あ
っ
た
方 

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方 

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方 

⑤
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障

害
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方 

  

　
３０
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険

料
の
納
付
期
間
が
猶
予
さ
れ
保
険

料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
入
り
ま
す
が
、
１０
年
以
内
に

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
受
給
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 【
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

の
手
続
方
法
】 

　
住
民
生
活
課
へ
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
納
付
書
な
ど
） 

②
印
鑑
（
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場

合
は
不
要
） 

③
失
業
等
の
理
由
と
す
る
と
き
は

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

写
し
」
な
ど 

④
所
得
証
明
書
な
ど
（
免
除
対
象

月
の
う
ち
福
崎
町
で
所
得
状
況

が
確
認
で
き
な
い
場
合
の
み
） 

＊
免
除
等
は
、
原
則
と
し
て
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
に
審
査
し
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
４
月
か
ら
法
改
正
さ

れ
、
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

申
請
免
除
制
度 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

・所得の額は、社会保険料控除額を考慮したおおよそのめやすです。 
　扶養親族等がいる場合、その人数に応じて変動します。 

扶養親族数 

全額免除 

3／4免除 

半額免除 

1／4免除 

若年者納付猶予 

扶養なし 

　57万円 

　93万円 

141万円 

189万円 

　57万円 

1人扶養（夫婦のみ） 

　92万円 

142万円 

195万円 

247万円 

　92万円 

3人扶養（夫婦＋子ども2人） 

162万円 

230万円 

282万円 

335万円 

162万円 

○申請免除の対象となる所得のめやす 

☆いんげんをアスパラやキュウリにかえてもOK！ 

☆ツナ、エビ、アナゴを加えればボリュウム満点！ 

≪材料≫（５本分） 
もちむぎ素麺「福の糸」５束 
かにカマ１パック 
いんげん（茹でる）１５本程度 
卵５個 

 
マヨネーズ適量 
酢少量 
焼のり５枚 
めんつゆ適量 

≪作り方≫ 
①「福の糸」は１束（５０g）ずつ端を輪ゴムで留め、ゆ
でて流水でもみ洗いし、氷水に放ってしっかり水気
をきる。（輪ゴムは外さない。） 
②薄焼き卵をつくる。（水溶き片栗粉を少量混ぜると破
れにくくなります。） 
③巻きすに焼のり、薄焼き卵をのせ、少量の酢で緩め
たマヨネーズを薄くぬる。 
④その上にゆでた「福の糸」を置き、輪ゴムで留めた
部分（少し下）を切り落とし、焼のりの手前２/３くら
いに広げる。 
⑤広げた「福の糸」の上にかにカマといんげんをのせ、
具を巻く。 
⑥食べやすい大きさに切って器に盛る。めんつゆをつ
けてお召し上がりください。 
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　６月４日、ボンマルシェ福崎店で、福崎町防

犯指導委員会主催の防犯キャンペーンを、福崎

警察署と福崎防犯協会の協力を得て実施しました。

「トライやる・ウィーク」活動により福崎西中

学校と市川中学校の生徒も参加し、活発なキャ

ンペーンを展開することができました。 

　防犯意識を高め、みんなが注意し合い、犯罪

のない明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

◆ヤマビルとは･･･ 
　ヤマビルは円筒形で体長
２～４cm、赤褐色で背面
に３本の黒い縦線がありま
す。吸盤をもち、シャクト
リムシのように移動して人
や動物に付着します。体液
中の成分のために、血を吸われても痛みを感じず、
長く出血が続きます。５月～１０月頃、特に雨中
や雨後に活動が活発になります。 
 
◆血を吸われたら… 
　すぐにはがしましょう。塩や虫除けスプレー
を直接ふりかけると簡単です。傷口から血とい
っしょに体液をしぼり出し洗い流しましょう。
軟こうを塗り、ばんそうこうで保護してください。
アンモニアは傷口を悪化させるので使わないで
ください。はがしたヒルは、すぐに塩で退治し
ましょう。 
 
◆山歩きなどでは服装に注意を 
・長いズボンと靴下をはいて裾を靴や靴下の中
に入れましょう。 
・ボタン留めのシャツは避けましょう。 
・シャツの裾をズボンに入れて首回りに注意し
ましょう。 
 

問い合わせ先　農林振興課（内線３１２） 

農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会は、５月２３日、兵庫県森林動物研究センターで視察研
修を行いました。 
　センターは、ニホンジカやイノシシ、ツキノワグマなどの野生動物やア
ライグマなどの外来種による農作物の食害などの被害を科学的に分析し、
解決するため、また、野生動物の適切な保護管理をめざすた
めに、丹波市青垣町に平成１９年に設立された県の機関で、動
物種や課題ごとにプロジェクトを組み、県立大学研究員と専
門員が連携しながら、調査研究や普及啓発などに取り組んで
います。 
　当日は、森林動物専門員から「獣害に強い集落作り」とい
うテーマで、有害鳥獣による農林業被害の状況、シカ・イノ
シシの生態、県内の分布状況、獣害対策の基本的な考え方、
防護柵の種類と設置方法、適切な有害鳥獣捕獲の推進について、
説明を受け、質疑応答を行いました。 
　今後、農業委員会としても、野生動物の生息場所
にもなる耕作放棄地の解消に努め、農業被害の軽減
につなげていきます。 
 
　　　　　問い合わせ先　福崎町農業委員会 
　　　　　　　　　　　　（農林振興課内・内線３１３） 

視察研修会を実施 

ヤマビルに注意！ ヤマビルに注意！ 

すそ 
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